
ニホンミツバチ飼育分布 

当所管内 

御坊市、日高郡 
田辺市、西牟婁郡 
新宮市、東牟婁郡 
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資料① 
３ 蜜蜂の飼育について 

①適正な飼育管理 

 蜜蜂を飼育するにあたり、周辺住民等への配慮が必要です。 

・刺害や恐怖 

  ニホンミツバチは基本的にはおとなしい性質なので、人を刺すことは少ないと 

言われていますが、急に驚かしたりした場合や餌のない冬季には刺すことがあり 

ます。 

 また、一般の方々は「蜂は刺す」という感覚をもっており、蜂に対する恐怖を 

示すこともあります。 

・糞害 

  近隣の駐車場や洗濯物干し場で、蜜蜂の糞による汚れが問題になることがあり 

ます。 

 ②疾病と衛生対策 

  日頃から巣の周辺や内部をよく観察し、衛生的な管理を心がけ、病気の発生を予防 

しましょう。 

 蜜蜂には、家畜伝染病予防という法律で定められた疾病があります。 

 疾病が発生すると、発生場所周辺の他の養蜂業者へ、蜂群の移動制限等の影響が出 

ます。 

 

・蜜蜂の主な疾病 

 ○腐蛆（ふそ）病 

                

・腐蛆病菌の感染により発生 

・蜂児が死亡、腐敗し異臭がする 

・発生すると巣箱は焼却処分 

 

 

 

 ○バロア病 

   

・ミツバチヘギイタダニの感染によ

り発生 

・ダニの吸血による羽化不完全や成

長不全、蜂児の死亡 
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資料② 
 

４ はちみつの生産 

 はちみつは、健康食品として多くの方々に利用されている食品です。販売にあたって

は、養蜂振興法、食品衛生法、JAS 法等の関係法令を遵守して、安全・安心なはちみつ

を生産して下さい。 

 

 

５ 参考資料 

・「ニホンミツバチの飼育法と生態」 吉田忠晴著 玉川大学出版部 
・ホームページ 

 農林水産省 http://www.maff.go.jp/j/chikusan/kikaku/lin/sonota/bee.html 

 一般社団法人日本養蜂協会 http://www.beekeeping.or.jp 

 玉川大学 http://www.tamagawa.ac.jp/hsrc/contents/hsrc_top.htm 

 和歌山県 

http://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/070400/mitubachishiikutodoke.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

和歌山県紀南家畜保健衛生所 

西牟婁郡上富田町生馬 321-10 
TEL 0739-47-0974 

 

○ノゼマ病 

・ノゼマ原虫が腸管内に寄生、増殖して発生 

・成虫は下痢をし、寿命が短くなる 

・巣箱が糞で汚れることが多い 

 

 

 

 

○チョーク病 

・ハチノスカビが感染して発生 

・さなぎがミイラ化して死亡 

・さなぎが白いチョークのよう

な色と硬さになる 

 

 

 

 

○アカリンダニ症 

・アカリンダニが気管内に寄生、増殖して発生 

・感染がひどくなると飛翔できなくなる 

 

 

 

 

 

【写真は、玉川大学ミツバチ科学研究センター ホームページより】 

 

 

 

 

 

 

③医薬品の適正使用 

 ②で示したように、蜜蜂が感染する疾病がいくつかあります。これらのうち、腐蛆 

病とバロア病に有効な薬剤がありますが、使用にあたっては、基準を遵守し適正に使 

用しなければいけません。 

 未承認の医薬品や蜜蜂への使用が禁止されている薬剤の使用は薬事法で禁止され 

ています。 

 安心・安全なはちみつ生産のため、適正に使用しましょう。 

上記のような異常が見られたら、すぐに家畜保健衛生所に連絡して下さい 
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養蜂農家聞き取り調査 図４ 



養蜂業者聞き取り調査 図５ 



飼育状況調査① 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

飼育届提出 

飼育歴 

年齢 

役場 32% 

5年未満 22% 

40代 2% 

知らない 26% 

5~10年 32% 

50代 
12% 

飼育者仲間 
20% 

10~20年 
16% 

60代 26% 

振興局 8% 

20~30年 8% 

70代 44% 

県民の友 4% 

30年以上 
20% 

80代 16% 

その他 

１０% 
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飼育状況調査② 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

天敵の被害 

蜂蜜利用法 

蜜蜂利用法 

ある 96% 

自家消費 64% 

ない 4% 

花粉交配 2% 

販売 12% 

両方 18％ 

両方 14% 

採蜜 80% 
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被害内容 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

動物被害 

昆虫被害 

クマ 33% 

スズメバチ 59% 

タヌキ 18% 

セイヨウミツバチ 
22% 

イノシシ 
15% 

ハチノス 

ツヅリガ 
19% 

その他 34% 
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被害対策 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

動物対策 

昆虫対策 

ない 48% 

捕獲 63% 

固定 30% 

ネット 25% 

柵 22% 

掃除  
12% 
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巣箱管理及び疾病 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

疾病の有無 

疾病の知識 

医薬品使用 

消毒の実施 

ない 100% 

ない 74% 

ない 100% 

ない 100% 

ある 26% 
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その他 

１.家畜保健衛生所について 

  ①存在を知らない 72% 

  ②業務内容及び連絡先を知っている 14% 

 

２.飼育する上での問題点 

  ①巣箱の盗難被害 12% 

  ②果樹の病害虫防除薬による死滅 10% 
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衛生状況 

幼虫・成虫ともに異常なし、異常な臭気なし 
アカリンダニ症の感染なし 

監視伝染病の発生なし 

巣板を用いた巣箱 巣板を用いない巣箱 気管内部の検査 
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細菌検査 

巣箱外側 巣箱内側 

サルモネラ菌 
大腸菌群 
検出なし！ 
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業者意識調査 

業 
 
者 

飼
育
者 

・飼育者と深い接点なし 
・ニホンミツバチによる影響なし 
・飼育者に対する家保の対応に 
  要望等なし 

 

現在大きな問題なし 
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今後期待される効果 

飼育者の衛生意識の向上 

疾病発生時の早期発見・早期通報 

安全・安心なハチミツ生産 

「梅生産システム」 
世界農業遺産への取り組み 
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